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本審査報告は、 小野雅琴君より提出のあった課程による博士学位請求論文「わが国におけ

る健康強調表示規制法による消費者食品評価への影響（英文原題“The Impacts of Health 

Claim Regulatory Systems on Consumer Evaluation of Food Products in Japan”）」 につい

て、 論文の概要とその評価を記し、 博士（商学）に値する業績であるとの結論を述べるもの

である。

1. 論文の構成と概要

食品のパッケー ジには、 当該製品の原材料や、 それがもたらす価値についてのメッセ ー ジ

が表示されている。 そのうち健康価値に関するメッセ ー ジは、 「健康強調表示（ヘルスクレー

ム）」と呼ばれる。食品が掲示する健康強調表示は、 一般市民にとって真偽の判断が困難であ

る「信頼属性」に関連しており、 もし誤ったメッセ ー ジにつられて製品購買が行われたなら

ば、 市民の健康が促進されなかったり被害を被ったりする危険性がある。 そのため、 他の製

品が掲げる典型的なメッセ ー ジに比べて、健康強調表示は、政府の厳しい規制の下に置かれ、

その表示が許された食品は、 一般食品とは区別して、 保健機能食品（ファンクショナル ・ フ
ー ズ）と呼称されている。

世界で最初に健康強調表示を規制し、 保健機能食品を管理下に置いたのは、 1990 年に栄養

表示教育法を制定した米国で、あった。その翌年、我が国は、特定保健用食品制度を施行した。

米国の制度が、 原材料と健康強調表示の聞の関係が既存の証拠に照らして立証できれば健康

強調表示を認可する制度で、あったのに対して、 日本の制度は、 原材料と健康強調表示の聞の

関係について当該新製品を用いた実験によって立証されなければ健康強調表示を認可しない

という点で、 より厳しい制度である。

健康強調表示に関するマ ーケティング研究は、 専ら、 米国の制度を巡る問題を対象にして

展開されてきた。 既存研究によると、 生活者は、 米国において保健機能食品が登場するまで

は、 食品パッケージの裏面に掲示が義務づけられている栄養成分表によって、 健康な食品で

あるか不健康な食品であるかという健康品質の高低を評価してきた。そこに、 食品パッケー

ジの表面に健康強調表示が掲示されるようになったとしても、 健康志向の生活者の多くは、

裏面を返してチェックする習慣を改めることはなく、 政府が認可した健康強調表示のことを

単なるマ ーケティング ・ メッセ ー ジと解釈し、 健康品質の評価には結びつけない生活者も少

なくない。

それに対して、 我が国におけるトクホ制度は、 周知の通り、 何次にもわたって 「トクホブ



ーム」を引き起こし、現在、6,000 億円超規模の市場を形成するに至っている。その追い風

に乗る形で、昨年 2016 年、新たに機能性表示制度が施行された。この新制度は、トクホ制

度や諸外国の制度とは異なり認可制ではなく、届出制であるという点において、トクホ制度

とは対極をなす形で世界に他に類を見ない制度である。つまり、原材料と健康強調表示の間

の関係についての既存の証拠を添えて届け出さえすれば、企業は、政府の真偽判断を待つこ

となく、健康強調表示を自社の食品に掲示することができるのである。 

 このような独自の 2 つの制度を擁する我が国において、生活者はいかにして食品評価を行

っているのであろうか。本学位請求論文は、この課題に取り組んだ実証研究論文である。 
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